
 

 

 

 

 

はじめに 

 

「シラバス」Syllabus とは、ギリシャ語に語源を持つ言葉で，「各教科の授業内

容や学習の方法、評価の方法などを記した総合的な学習計画」のことです。 

富雄中学校の「シラバス」は、本校の教育目標である。 

 

① 豊かな心を養い、人権を大切にする生徒を育てる 

② 自ら学ぶ意欲と自ら考える力を養い、自主的に実行する生徒を育てる 

③ たくましい心身を養い、活力のある生徒を育てる 

 

ということを実現するために、各教科・領域の学習において、 

 

① 基礎基本の定着と活用能力の育成 

② 表現力（ 話す・聞く・書く） の育成 

③ 基盤の学力と学習習慣の定着 

 

といったことを生徒みんなが身につけていけることを目指し、１年間の授業の流れ

を見通して、学習に関するまとめを作成しました。 

このシラバスには、生徒の皆さんが、より計画的・主体的に授業に取り組めるよ

うに、１年間の学習の「道しるべ」としての意義があります。 

中学校の３年間は、人間の一生の中で最も成長著しい時期にあたります。私たち 

教職員は、この大切な時期に、生徒の皆さんが、このシラバスをよりどころとして、 

日々意欲的に学習に取り組んでくれることを、心から期待します。 

また、本校の教育が、保護者や地域の皆様にご理解とご支援をいただきながら、 

充実・発展していくことを願っています。 

 

 

 

 

 

各教科の内容 

 

 各教科の構成は次のようになっています。 

 

  ① はじめに 

      ・それぞれの教科についての特徴などの説明 

    ② 年間計画 

      ・１年間で学習する内容についてとその学習する順序 

      ・それぞれの学習内容についてのねらい 

 ③ 教科の先生からのアドバイス 

・ それぞれの教科での授業の受け方について 

・ それぞれの教科での家庭学習の仕方について 

・ それぞれの教科での評価の仕方等について 

・ その他 

    ④ 評価について 

      ・それぞれの教科での評価の観点について 

      ・それぞれの教科での評価の資料や対象について 

    ⑤ 終わりに 

      ・それぞれの教科からの補足 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全ての教科で共通すること 
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通知表は絶対評価で 
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絶対評価とは、目標に準拠した評価とも言い、学習指導要領に示された目標に照

らして、学習の到達度を総合的に評価するものです。本校では、各教科における到

達目標の設定をより適正に行うよう、全体・各教科での研修を深めてきましたが、

さらなる研修を重ねよりわかりやすい「評価」を追求していきます。 

 

各教科の観点別評価 

各教科の観点は、国語（５つの領域）を除き、おおむね 

「関心・意欲・態度」 

「思考・判断力」 

「表現力・技能」 

「知識・理解」の４つの領域で構成されています。 

内容のまとまり(単元)ごとに評価規準を整理し、日々の授業を通して評価を行

います。各観点との評価を蓄積し、学期ごとに総合的に判断します。  

 

 

 

 

 

 

通知表への記載については、 

  Ａ･･･････十分満足できる 

  Ｂ･･･････おおむね満足できる 

  Ｃ･･･････努力を要する 

３段階で評価します。絶対評価ですので 、各評価段階の人数枠は設けていません

が、各教科で単元ごとに適正な到達目標を設定します。 

 

各教科の評定   

観点別評価を基本要素(土台)とし、総括的に５段階で評価します。５段階の内容

は次のとおりです。 

５･･･目標に照らし、十分満足できるもののうち、特に程度の高いもの 

４･･･目標に照らし、十分満足できるもの 

３･･･目標に照らし、おおむね満足できるもの 

２･･･目標に照らし、努力を要するもの 

１･･･目標に照らし、一層努力を要するもの 

本校では４つ(国語のみ５つ)の観点別評価を点数化して、総括的に評定を行って

います。単元によって変化はありますが、観点ごとの比重はほぼ一定にしています。

したがって、より適正な評価を行うために、日常の学習の中で、きめ細かく点検し

ていきます。  

ですから、毎日の授業をきっちり受ける必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

はじめに 

「国語をなぜ勉強するの。」と一度は思ったことがありませんか？国語はあなたの全ての生

活、人生にとても深くかかわっています。例えば、今あなたが思っていることを誰かに伝え

る時、どのように伝えますか？簡単なことなら相手にもたやすく理解してもらえるでしょう。

けれども、少し複雑な思いになるとどうですか？相手にわかりやすく伝えることができます

か？国語はそのような表現力を養い、読解力を養い、そしてそれらの基礎となる言語力を養

います。 

 

年間計画 

教科の先生からのアドバイス 

₄ ─ ↑ ₅ 

教科書やノートなどの準備物を忘れず、集中して意欲的に授業に取り組みましょう。私

語はもちろん厳禁です。黒板に書かれた内容だけではなく、聞いたことや感じたこと、考

えたことなどもメモするといいでしょう。「この文章で言いたいことは」「作者の考えは」「こ

の語句の意味は」など、いつも頭を働かせて自分から進んで授業を受けることが大切です。 

まずは文章をスラスラ読めるようになってください。そして、文章の内容について理解

し、自分の考えや意見を持ちましょう。それをまとめたり発表したりしながら深めていく

ことが大切です。 

₄ ─ ₅ 

「家庭学習」では「復習」に力を入れ、習ったところを音読し、ノートにまとめ直してみ

ましょう。漢字については漢字ノートで覚えながら書くなどして、充分活用しましょう。

予習では、しっかり教科書を読んでおきましょう。また、提出物は期限を守り、丁寧に仕

上げることが大事です。 

さらに、国語力を確実に身につけていくためにも、できるだけ多くの文章を読み、親しみ

ましょう。小説や物語だけでなく、説明文も読みましょう。新聞（特にコラム。朝日新聞

であれば、「天声人語」、毎日新聞であれば「余録」など）を読む習慣をつけるといいでし

ょう。 

₄ ⌐≈™≡₅ 

「はじめに」にあるように、国語では表現力や読解力、言語力を養いますが、学習内容

は「話す・聞く」「書く」「読む」「言語事項」という領域で構成されています。そしてそれ

ぞれの領域について「関心・意欲・態度」を含め、五つの観点で次のような資料で評価を

行います。 

 

① ・授業中の態度（集中度、発表への積極性など） 

・国語に対する関心・意欲 

・提出物、準備物、ノート・プリント等 課題への取り組み 

② ・授業・テストなどによる話す力と聞く力（発表、スピーチ、発言、朗読、暗唱

発表、 

聞き取りなど） 

③ ・作文、定期テスト、授業ノートにおける表現力 

④ ・授業における理解力 

・定期テストの読解分野での理解度 

⑤ ・授業中における言語事項に関する理解度・知識 

・定期テスト（小テスト）の漢字・文法分野での達成 

 おわりに 

以上の内容以外に、もしわからない点や疑問に思う点などがあれば、ぜひあなたの身近

にいる国語の先生に尋ねてみてください。「雨垂れ石をうがつ」といいますが、テストの結

果に「一喜一憂」せず、粘り強い努力を続けていってください。ではいっしょに頑張りま

しょう！！ 

単 元 名 教 材 名 学 習 目 標 

言葉に出会うために 野原はうたう 声を届ける／書き留める／調べる 

学びをひらく 花曇りの向こう いろいろな言葉にふれながら学習の見通しをもつ。 

 
漢字の組み立てと部首 部首の理解と漢和辞典の使い方を覚える。 

新しい視点へ ちょっと立ち止まって 説明の工夫をとらえながら、ものの見方を広げる。 

 
話し言葉と書き言葉 形式段落と意味段落の違いを理解する。 

言葉をつなぐ 詩の世界 豊かな表現にふれ、言葉のもつ力を考える。 

        文法…「文法教室」の「言葉の単位」、「文の組み立て」 

言葉をつなぐ 空を見上げて 豊かな表現にふれ、言葉のもつ力を考える。 

つながりの中で 大人になれなかった弟たちに… 文章の展開に着目して心情や事実をとらえる。 

 
シカの「落穂」拾い 自分のものの見方・考え方を広げるために読む。 

いにしえの心に触れる いろは歌・月に思う 古典の文章に出会い、現代とのつながりを考える。 

つながりの中で 星の花が降るころに 文章の展開に着目して心情や事実をとらえる。 

いにしえの心に触れる 蓬莱の玉の枝 古典の文章に出会い、現代とのつながりを考える。 

       文法…「文法教室」の文節の関係、文の成分 

新しい視点へ ダイコンは大きな根？ 説明の工夫をとらえながら、ものの見方を広げる。 

論点を捉えて グループディスカッション  

いにしえの心に触れる 今に生きる言葉 古典の文章に出会い、現代とのつながりを考える。 

自分を見つめて 少年の日の思い出 作品や生活との向き合いながら、ものの見方を深める。 

 さまざまな表現技法 作品や生活との向き合いながら、ものの見方を深める。 

論点を捉えて 幻の魚はいきていた 事実と意見の関係に注意しながら、内容を考える。 

自分を見つめて 漢字の成り立ち 作品や生活との向き合いながら、ものの見方を深める。 

 

＊書写については、随時行います。 

＊漢字・語句については「単元別漢字ワーク」を使用します。 

※プリント類保管用のファイルを使用します。（学校で一括購入します。） 

  



 

 

はじめに 

「国語をなぜ勉強するの。」と一度は思ったことがありませんか？国語はあなたの全ての生

活、人生にとても深くかかわっています。例えば、今あなたが思っていることを誰かに伝え

る時、どのように伝えますか？簡単なことなら相手にもたやすく理解してもらえるでしょう。

けれども、少し複雑な思いになるとどうですか？相手にわかりやすく伝えることができます

か？国語はそのような表現力を養い、読解力を養い、そしてそれらの基礎となる言語力を養

います。 

年間計画 

 

単 元 名 

 

教材名 

 

学習内容 

広がる学びへ 詩、アイスプラネット 

枕草子 

さまざまな文章に触れ、言葉の豊かさに気づく 

多様な視点から 生物が記録する科学 

メディアと上手に付き

合うために 

構成を捉え、説明の工夫を考える 

言葉と向き合う 短歌、言葉の力 表現を味わい、言葉の世界を広げる 

読書生活を豊かに 世界で一番の贈り物 読書を通して時代や国境を越え、たくさんの人物たちと

の出会いを楽しむ 

文法…「文法教室」の「用言」「名詞」「動詞・形容詞・形容動詞」 

関わりの中で 盆土産、字のないハガキ 

モアイは語る 

さまざまな関係を捉え、考えを深める 

気持ちを込めて書こ

う 

手紙を書く 伝えたい内容を明確にし、気持ちや用件が的確に伝わる

ようにする 

いにしえの心を訪ね

る 

扇の的、仁和寺にある法

師、漢詩の風景 

昔の人の物の見方や、考え方に触れ、古典に親しむ 

論理を捉える 君は「最後の晩餐」を知

っているか 

根拠を明確にした説得力のある表現を学ぶ 

表現を見つめる 走れメロス 多様な表現に触れ、自分の経験と重ねながら理解を深め

る 

             文法…「文法教室」の「体言・用言以外の自立語」 

表現を見つめる 科学はあなたの中にあ

る 

多様な表現に触れ、自分の経験と重ねながら理解を深め

る 

           文法・・・「文法教室」の「助詞・助動詞」 

※ 漢字・語句については「単元別漢字」を使用します。 

 

 

教科の先生からのアドバイス 

 

₄ ─ ↑ ₅ 

教科書やノートなどの準備物を忘れず、集中して意欲的に授業に取り組みましょう。私

語はもちろん厳禁です。黒板に書かれた内容だけではなく、聞いたことや感じたこと、考

えたことなどもメモするといいでしょう。「この文章で言いたいことは」「作者の考えは」「こ

の語句の意味は」など、いつも頭を働かせて自分から進んで授業を受けることが大切です。 

まずは文章をスラスラ読めるようになってください。そして、文章の内容について理解

し、自分の考えや意見を持ちましょう。それをまとめたり発表したりしながら深めていく

ことが大切です。 

₄ ─ ₅ 

「家庭学習」では「復習」に力を入れ、習ったところを音読し、ノートにまとめ直してみ

ましょう。漢字については毎回の漢字テストを利用し覚えていきましょう。予習では、し

っかり教科書を読んでおきましょう。また、提出物は期限を守り、丁寧に仕上げることが

大事です。 

さらに、国語力を確実に身につけていくためにも、できるだけ多くの文章を読み、親しみ

ましょう。小説や物語だけでなく、説明文も読みましょう。新聞（特にコラム。朝日新聞

であれば、「天声人語」、毎日新聞であれば「余録」など）を読む習慣をつけるといいでし

ょう。 

₄ ⌐≈™≡₅ 

「はじめに」にあるように、国語では表現力や読解力、言語力を養いますが、学習内容は

「話す・聞く」「書く」「読む」「言語事項」という領域で構成されています。そしてそれぞ

れの領域について「関心・意欲・態度」を含め、五つの観点で次のような資料で評価を行

います。 

 

① ・授業中の態度（集中度、発表への積極性など） 

・国語に対する関心・意欲 

・提出物、学習準備物、ノート・プリント等 課題への取り組み 

② ・授業・テストなどによる話す力と聞く力（発表、スピーチ、発言、朗読、暗唱発表、 

聞き取りなど） 

③ ・作文、定期テスト、授業ノートにおける表現力 

④ ・授業における理解力 

・定期テストの読解分野での理解度 

⑤ ・授業中における言語事項に関する理解度・知識 

・定期テスト（小テスト）の漢字・文法分野での達成度 

 おわりに 

以上の内容以外に、もしわからない点や疑問に思う点などがあれば、ぜひあなたの身近

にいる国語の先生に尋ねてみてください。「雨垂れ石をうがつ」といいますが、テストの結

果に「一喜一憂」せず、粘り強い努力を続けていってください。ではいっしょに頑張りま

しょう！！ 

  



 

 

はじめに 

「国語をなぜ勉強するの。」と一度は思ったことがありませんか？国語はあなたの全ての生

活、人生にとても深くかかわっています。例えば、今あなたが思っていることを誰かに伝え

る時、どのように伝えますか？簡単なことなら相手にもたやすく理解してもらえるでしょう。

けれども、少し複雑な思いになるとどうですか？相手にわかりやすく伝えることができます

か？国語はそのような表 

現力を養い、読解力を養い、そしてそれらの基礎となる言語力を養います。 

 

年間計画 

 

教科の先生からのアドバイス 

 

₄ ─ ↑ ₅ 

教科書やノートなどの準備物を忘れず、集中して意欲的に授業に取り組みましょう。私

語はもちろん厳禁です。黒板に書かれた内容だけではなく、聞いたことや感じたこと、考

えたことなどもメモするといいでしょう。「この文章で言いたいことは」「作者の考えは」「こ

の語句の意味は」など、いつも頭を働かせて自分から進んで授業を受けることが大切です。 

まずは文章をスラスラ読めるようになってください。そして、文章の内容について理解

し、自分の考えや意見を持ちましょう。それをまとめたり発表したりしながら深めていく

ことが大切です。 

₄ ─ ₅ 

「家庭学習」では「復習」に力を入れ、習ったところを音読し、ノートにまとめ直してみ

ましょう。漢字については漢字ノートで覚えながら書くなどして、充分活用しましょう。

予習では、しっかり教科書を読んでおきましょう。また、提出物は期限を守り、丁寧に仕

上げることが大事です。 

さらに、国語力を確実に身につけていくためにも、できるだけ多くの文章を読み、親し 

みましょう。小説や物語だけでなく、説明文も読みましょう。新聞（特にコラム。朝日新

聞であれば、「天声人語」、毎日新聞であれば「余録」など）を読む習慣をつけるといいで

しょう。 

₄ ⌐≈™≡₅ 

「はじめに」にあるように、国語では表現力や読解力、言語力を養いますが、学習内容

は「話す・聞く」「書く」「読む」「言語事項」という領域で構成されています。そしてそれ

ぞれの領域について「関心・意欲・態度」を含め、五つの観点で次のような資料で評価を

行います。 

 

① ・ 授業中の態度（集中度、発表への積極性など） 

・ 国語に対する関心・意欲 

・ 提出物、学習準備物、ノート・プリント、STT 等 課題への取り組み 

② ・ 授業・テストなどによる話す力と聞く力（発表、スピーチ、発言、朗読、

暗唱発表、聞き取りなど） 

③ ・ 作文、感想文、定期テスト、授業ノートにおける表現力 

④ ・ 授業における理解力 

・ 定期テストの読解分野での理解度 

⑤ ・ 授業中における言語事項に関する理解度・知識 

・ 定期テスト（小テスト）の漢字・文法分野での達成度 

  

おわりに 

以上の内容以外に、もしわからない点や疑問に思う点などがあれば、ぜひあなたの身近にい

る国語の先生に尋ねてみてください。「雨垂れ石をうがつ」といいますが、テストの結果に「一

喜一憂」せず、粘り強い努力を続けていってください。ではいっしょに頑張りましょう！！ 

単 元 名 教 材 名 学 習 目 標 

深まる学びへ 

 

  

春に 作者の思いを捉え、表現の特徴を生かして朗読する。 

握手 

学びて時にこれを習ふ  

物語や小説を批評する。 

孔子の考え方を、自分たちの生活と関連づけて考える。 

       「修学旅行新聞」を作る…クラスで発表・報告をする。 

視野を広げて 

  

言葉を見つめる 

月の起源を探る 説明の順序に着目する。 

俳句の可能性 

俳句を味わう 

俳句の世界に親しむ。 

描かれた情景、作者の思いを捉え、朗読する。 

文法…助動詞および「文法教室」のこれまでの学習内容の復習 

論旨を捉えて 初恋 言葉の響きやリズムを味わいながら朗読する。 

読書生活を豊かに  高瀬舟 登場人物のものの見方や考え方を捉える。 

いにしえの心と語

らう 

 

古今和歌集仮名序 

君待つと 

夏草 

古文の言葉の響きを味わう。 

和歌に表れた心情や情景を読み取る。 

作者のものの見方や感じ方を読み取る。 

論旨を捉えて 
作られた「物語」

を超えて 
論理の展開を捉える。 

文法…「文法教室」のこれまでの学習内容の復習・応用 

状況の中で 故郷 場面や登場人物の設定を考える。 

言葉を見つめる 

  

「批評」の言葉を 

ためる 
筆者の言葉に対する考えを読み取り、考えを深める。 

              過去問題などを解き、入試に向けての仕上げを行う。 

・漢字・語句については「単元別漢字ワーク」を使用します。 

・言語に関する学習は、随時行います。 

  



 
 

                                 社会科 １学年 

はじめに 

 社会科の目標 

 ①社会的事象についての関心・意欲・態度（関わろうとする力） 

 ②社会的な思考・判断（考える力）                                 

 ③地図や資料活用の技能・表現（表現する力）                         

 ④社会的事象への知識・理解（理解する力） 

年間計画                                                                   

 

 

 

 

  

 

地理的分野 歴史的分野 

１章 ─  

 

２章  ─ ₁─ ≤   

 

３章 ─   

 

 ─↕╕↨╕⌂ ─  

１章 ─≤╠ⅎ  

 

２章 ╕≢─     

    １節 文明のおこりと日本の成り立ち 

  ２節 古代国家の歩みと東アジア世界 

３章 ─      

    １節 武士の台頭と鎌倉幕府        

 

教科の先生のアドバイス 

 ◎ 授業の受け方  

    ① 準備物 

   ○ 教科書（分野の間違いには注意すること！） ○ ノート（Ａ４版の大きいサイズ） 

   ○ 地図帳・資料集。  ○ 筆記用具（色えんぴつ・色ペンなどがあれば良いですね） 

  ② 毎時間の授業に対して守ること 

   Ⅰ チャイム着席 

    ※ 前の授業が終わったら社会の教科書、ノートなどを机上に広げ、前回何を学んだ

のか確認して今日の授業に備えましょう。 

        ※ チャイムが鳴ったときには机上に準備ができた状態で、全員が着席できているよ

うに心がけましょう。 

    ※ 全員で気持ちよく授業を始めましょう。 

   Ⅱ 忘れ物をしないように、しっかりと準備をしましょう。 

   Ⅲ ノートをしっかりとる 

    ※ 授業では、しっかりノートをとりましょう。 

        ※ 黒板の字・学習プリントの穴あき部分はもちろんしっかりとりますが、担当教員

の授業中のコメントも書けるようになると良いですね。 

   Ⅳ 私語はしない 

    ※ 授業の内容に関すること・社会的事象に関することについては、積極的な発言を

どんどんしてください。 

   Ⅴ課題 

    ※ 課題「宿題」が出されたら、家で落ち着いて取り組みましょう。締め切りは、守

りましょう。 

各分野の勉強の仕方 

 ◎ 地理的分野の勉強の仕方   

    ○ 日常的にすると良いこと・・・授業中や・ＴＶニュース・クイズ番組・新聞・本など 

知らない地名や国名が出てきたら、すぐに地図帳で探す「くせ」を付けよう。 

  ○ 文字として頭に入る知識と、実際の地図帳の場所が一致する 

   ことが、「地理が分かること」の第 1 歩です。「百聞は一見 

   にしかず」というように一番良いのは、体験することです。 

   現地に行ってみると鮮明に記憶に残ります。しかし、なかな 

   か難しいと言う人は、インターネットや写真をつかってイメ 

   ージしてみましょう。ＴＶの旅番組は擬似体験のチャンスです。 

 ◎ 歴史的分野の勉強の仕方 

  ○ 歴史を学ぶ上で、まずは興味を持ちましょう。興味を持つ方法は、歴史まんが・大河

ドラマなど歴史関連番組・世界遺産学習など歴史を扱ったものがあります。活用してみ

ましょう。他にも、歴史の流れを知るのには自分なりの歴史年表を作ってみるのも良い

でしょう。 

 ◎ 公民的分野の勉強の仕方 

  ○ 現代社会の課題や政治・経済。国際関係などを身近な問題としてとらえるためにも、 

新聞や雑誌テレビやインターネットなどの情報に耳を傾け、社会的事象について興味を

持つようしましょう。また、教科書の復習や問題集などを繰り返し行い、公民的分野に

おける基礎的な内容についての理解を深めていこう。 

その他のアドバイス 

 ◎ 定期テストの前の勉強の仕方 

    ○ 重要語句は、英単語や漢字のように何度も読みながら書きとりましょう。 

（教科書の太文字の語句） 

  ○ 授業中に行った作業やプリントからの出題にそなえて、ノートに授業の記録を残して 

いるわけですから、テスト前にはしっかり見直して復習しましょう。 

    ○ 多くの問題を解くことで、より力がつきます。市販の問題集なども取り組んではどう 

でしょうか？ 

  

評価について 

 

評価の観点 評価の資料・評価対象 

① 社会的事象への

関心・意欲・態度 

授業中の取り組みの様子等による評価の他に、ノートやＳＴＴ、レポー

ト、発表、小テスト、プリントなどの提出物の内容や提出状況、忘れ物

などの有無など。 

② 社会的な思考・判

断・表現 

授業中の取り組みの様子等による評価の他に、定期テストや小テスト、

プリントなどにおける社会的思考・判断・表現に関する問題。 

③ 資料活用の技能 

 

授業中の取り組みの様子等による評価の他に、定期テストや小テスト、

プリントなどにおける資料活用の技能に関する問題。 

④ 社会的事象につ

いての知識・理解 

授業中の取り組みの様子等による評価の他に、定期テストや小テスト、

プリントなどにおける知識理解に関する問題。 



 
 

                                 社会科 ２学年 

はじめに 

 社会科の目標 

 ①社会的事象についての関心・意欲・態度（関わろうとする力） 

 ②社会的な思考・判断（考える力）                                 

 ③地図や資料活用の技能・表現（表現する力）                         

 ④社会的事象への知識・理解（理解する力） 

年間計画                                                                   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地理的分野 歴史的分野 

第２編 

１章 ─  

２章  ⅛╠ √ ─  

１節 世界から見た日本の自然環境 

２節 世界から見た日本の人口 

３節 世界から見た日本の資源・エネ 

ルギーと産業 

      ４節 世界と日本の結びつき 

３章 日本の諸地域 

   １～７節 九州地方、中国・四国地方 

 近畿地方、中部地方、 

関東地方、東北地方、 

北海道地方 

４章 身近な地域の調査 

３章 中世の日本 

  １節 武士の台頭と鎌倉幕府 

２節 東アジア世界との関わりと社会の 

変動 

 

４章 ─  

 １節 ヨーロッパ人との出会いと全国 

統一 

   ２節 江戸幕府の成立と鎖国 

   ３節 産業の発達と幕府政治の動き 

 

５章 ≤ ─ ╖   

１節 欧米の進出と日本の開国 

      ２節 明治維新 

教科の先生のアドバイス 

 ◎ 授業の受け方  

    ① 準備物 

   ○ 教科書（分野の間違いには注意すること！）  ○ ノート（Ａ４版の大きいサイズ） 

   ○ 地図帳・資料集。 ○ 筆記用具（色えんぴつ・色ペンなどがあれば良いですね） 

  ② 毎時間の授業に対して守ること 

   Ⅰ チャイム着席 

    ※前の授業が終わったら授業の準備に取りかかりましょう。 

        ※チャイムが鳴ったときには全員が着席できているように心がけましょう。 

    ※全員で気持ちよく授業を始めましょう。 

   Ⅱ 忘れ物をしないように、しっかりと準備をしましょう。 

   Ⅲ ノートをしっかりとる 

    ※ 授業では、しっかりノートをとりましょう。 

        ※ 黒板の字・学習プリントの穴あき部分はもちろんしっかりとりますが、担当教員 

の授業中のコメントも書けるようになると良いですね。 

   Ⅳ 私語はしない 

    ※授業の内容に関すること・社会的事象に関することについては、積極的な発言をど

んどんしてください。 

   Ⅴ課題 

    ※課題「宿題」が出されたら、家で落ち着いて取り組みましょう。締め切りは、守り 

ましょう。 

各分野の勉強の仕方 

  ◎ 地理的分野の勉強の仕方   

     ○ 日常的にすると良いこと・・・授業中や・ＴＶニュース・クイズ番組・新聞・本な 

どで、知らない地名や国名が出てきたら、すぐに地図帳で探す「くせ」を付けよう。 

    ○ 文字として頭に入る知識と、実際の地図帳の場所が一致することが、「地理が分か 

ること」の第 1 歩です。「百聞は一見にしかず」というように一番良いのは、体験 

することです。現地に行ってみると鮮明に記憶に残ります。しかし、なかなか難し 

いと言う人は、インターネットや写真をつかってイメージしてみましょう。ＴＶの 

旅番組は擬似体験のチャンスです。 

  ◎ 歴史的分野の勉強の仕方 

   ○ 歴史を学ぶ上で、まずは興味を持ちましょう。興味を持つ方法は、歴史まんが・大

河ドラマなど歴史関連番組・世界遺産学習など歴史を扱ったものがあります。活用し

てみましょう。他にも、歴史の流れを知るのには自分なりの歴史年表を作ってみるの

も良いでしょう。 

  ◎ 公民的分野の勉強の仕方 

   ○ 現代社会の課題や政治・経済。国際関係などを身近な問題としてとらえるためにも、 

新聞や雑誌テレビやインターネットなどの情報に耳を傾け、社会的事象について興味 

を持つようしましょう。また、教科書の復習や問題集などを繰り返し行い、公民的分 

野における基礎的な内容についての理解を深めていこう。 

その他のアドバイス 

 ◎ 定期テストの前の勉強の仕方 

    ○ 重要語句は、英単語や漢字のように何度も読みながら書きとりましょう。 

  ○ 授業中に行った作業やプリントからの出題にそなえて、ノートに授業の記録を残して  

いるわけですから、テスト前にはしっかり見直して復習しましょう。 

    ○ 多くの問題を解くことで、より力がつきます。市販の問題集なども取り組んではどう 

でしょうか？ 

評価について 

評価の観点 評価の資料・評価対象 

⑤ 社会的事象への

関心・意欲・態度 

授業中の取り組みの様子等による評価の他に、ﾉｰﾄやSTT、ﾚﾎﾟｰﾄ、発表、

小ﾃｽﾄ、ﾌﾟﾘﾝﾄなどの提出物の内容や提出状況、忘れ物などの有無など。 

⑥ 社会的な思考・判

断・表現 

授業中の取り組みの様子等による評価の他に、定期テストや小テスト、

プリントなどにおける社会的思考・判断・表現に関する問題。 

⑦ 資料活用の技能 

 

授業中の取り組みの様子等による評価の他に、定期テストや小テスト、

プリントなどにおける資料活用の技能に関する問題。 

⑧ 社会的事象につ

いての知識・理解 

授業中の取り組みの様子等による評価の他に、定期テストや小テスト、

プリントなどにおける知識理解に関する問題。 



 
 

                                 社会科 ３学年 

はじめに 

 社会科の目標 

 ①社会的事象についての関心・意欲・態度（関わろうとする力） 

 ②社会的な思考・判断（考える力）                                 

 ③地図や資料活用の技能・表現（表現する力）                         

 ④社会的事象への知識・理解（理解する力） 

年間計画                                                                   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

歴史的分野 公民的分野 

第5章 開国と近代日本の歩み 

1節 欧米の進出と日本の開国 

2節 明治維新 

3節 日清・日露戦争と近代産業 

第6章 二度の世界大戦と日本 

 1節 第一次世界大戦と日本 

 2節 世界恐慌と日本の中国侵略 

 3節 第二次世界大戦と日本 

第7章 現代の日本と世界 

 1節 戦後日本の発展と国際社会 

 2節 新たな時代の日本と世界 

第1章 現代社会と私たちの生活 

第2章 個人の尊重と日本国憲法 

1節 ～ 3節 

第3章 現代の民主政治と社会 

1節 ～ 3節 

第4章 私たちの暮らしと経済 

1節 ～ 4節 

第5章 地球社会と私たち 

終章 より良い社会を目指して 

 

教科の先生のアドバイス 

 ◎ 授業の受け方  

    ① 準備物 

   ○ 教科書（分野の間違いには注意すること！）    ○ 資料集など                           

   ○ 筆記用具（色えんぴつ・色ペンなどがあれば良いですね） 

  ② 毎時間の授業に対して守ること 

   Ⅰ チャイム着席 

    ※ 前の授業が終わったら授業の準備に取りかかりましょう。 

        ※ チャイムが鳴ったときには全員が着席できているように心がけましょう。 

    ※ 全員で気持ちよく授業を始めましょう。 

   Ⅱ 忘れ物をしないように、しっかりと準備をしましょう。 

   Ⅲ ノートをしっかりとる 

    ※ 授業では、しっかりノートをとりましょう。 

        ※ 黒板の字・学習プリントの穴あき部分はもちろんしっかりとりますが、担当教員 

の授業中のコメントも書けるようになると良いですね。 

   Ⅳ 私語はしない 

    ※ 授業の内容に関すること・社会的事象に関することについては、積極的な発言を 

どんどんしてください。 

   Ⅴ課題 

    ※課題「宿題」が出されたら、家で落ち着いて取り組み、締め切りは、守りましょう。

各分野の勉強の仕方 

 ◎ 歴史的分野の勉強の仕方 

  ○ 歴史を学ぶ上で、まずは興味を持ちましょう。興味を持つ方法は、歴史まんが・大河

ド  ラマなど歴史関連番組・世界遺産学習など歴史を扱ったものがあります。活用してみま   

しょう。他にも、歴史の流れを知るのには自分なりの歴史年表を作ってみるのも良いで 

しょう。 

 ◎ 公民的分野の勉強の仕方 

  ○ 現代社会の課題や政治・経済。国際関係などを身近な問題としてとらえるためにも、 

新聞や雑誌テレビやインターネットなどの情報に耳を傾け、社会的事象について興味を 

持つようしましょう。また、教科書の復習や問題集などを繰り返し行い、公民的分野に 

おける基礎的な内容についての理解を深めていこう。 

その他のアドバイス 

 ◎ 定期テストの前の勉強の仕方 

    ○ 重要語句は、英単語や漢字のように何度も読みながら書きとりましょう。 

（教科書の太文字の語句） 

  ○ 授業中に行った作業やプリントからの出題にそなえて、ノートに授業の記録を残して 

いるわけですから、テスト前にはしっかり見直して復習しましょう。 

    ○ 多くの問題を解くことで、より力がつきます。市販の問題集なども取り組んではどう 

でしょうか？ 

評価について 

評価の観点 評価の資料・評価対象 

⑨ 社会的事象への

関心・意欲・態度 

授業中の取り組みの様子等による評価の他に、ノートやＳＴＴ、レポー

ト、発表、プリント、小テストなどの提出物の内容や提出状況、忘れ物

などの有無など。 

⑩ 社会的な思考・判

断・表現 

授業中の取り組みの様子等による評価の他に、定期テストや小テスト、

プリントなどにおける社会的思考・判断・表現に関する問題。 

⑪ 資料活用の技能 

 

授業中の取り組みの様子等による評価の他に、定期テストや小テスト、

プリントなどにおける資料活用の技能に関する問題。 

⑫ 社会的事象につ

いての知識・理解 

授業中の取り組みの様子等による評価の他に、定期テストや小テスト、

プリントなどにおける知識理解に関する問題。 

 

おわりに 

 みんながしあわせな社会をつくることは、私たちが生きていく上で果たさなければならない

ことです。社会科を学ぶことで、それに必要な力が養われていきます。そのためには、自分た

ちの地域の成り立ち、世界の中での日本の立場や現状をしっかりつかみ（地理的分野）、それ

ぞれの地域や国の文化をつくってきた歴史を知る（歴史的分野）ことが必要になってきます。

そのことによって、お互いが理解を深めていくことが出来ます。その上で今の政治や経済など

世の中のしくみを学び（公民的分野）よりしあわせな社会をつくることを目指し、社会を変え

ていく人として、また、自分の人生を自分の意思で生きていくことの出来る基礎を身につけて

いくことが社会科の勉強です。 

  



 

 

 

 

はじめに 

小学校の「算数」から中学校の「数学」と名前が変わり、計算中心の学習から、なぜそうな

るのだろう、どうすればできるのだろうという、数や図形の本質を考えていきます。 

また小学校で習った内容をさらに深めていき、負の数や文字式、関数や図形など、数学の基

礎となる内容を幅広く学習し、それを使えるようにしていきます。 

 

年間計画 

 

 

 

 

 

教科の先生からのアドバイス 

・  

授業では、説明をしっかり聞く、黒板に書いてある内容をノートに写す、練習問題をするな

どをしていきます。先生からの問いかけには積極的に答えたり、分からないところがあれば

先生に質問することも大切です。１年生で初めて学習する内容も多いので、しっかり取り組

んでいきましょう。 

また、教科書やノート、ワークなどの準備物を忘れず、意欲的に授業に臨みましょう。 

・  

スポーツや楽器をするのと同じで、毎日繰り返し練習することが大切な教科です。授業の中

で出た宿題はその日のうちに家で仕上げ、宿題のない日でも、数学の問題ノート（ワーク）

や教科書の計算練習を必ず実行しましょう。 

・  

評価の観点 評価の資料・評価対象 

①数学に関心をもち、意欲的に

学 

習に取り組むことができる。 

ノートやワークなどの提出物、忘れ物、ＳＴＴの取り組

み、授業の準備や授業中の態度 

②学習内容に基づいて、応用す

る 

力を持っている。 

授業中の活動（発言や意見など） 

定期テスト、小テストなど 

③基礎的な計算や図形の作図が 

できる。 

授業中の活動（発言や意見など） 

定期テスト、小テストなど 

④数量関係や図形などの基礎知 

識を身につけている。 

授業中の活動（発言や意見など） 

定期テスト、小テストなど 

・  

授業で使うものは、基本的に教科書・ノート・ワークの３つです。また、通常の筆記用具の

他に、直定規、三角定規、コンパスを使用することがあります。ただし、定期テストに関し

ては、 を持

ち込むことはできませんので、注意してください。 

・  

授業の中身をより確実に理解するために、家で宿題や復習に取り組みましょう。 

毎日繰り返しの計算練習や問題を解くことはとても効果的です。 

とにかく少しでも数字にふれることが大切でしょう。   

 

おわりに 

 小学校で算数が苦手だった人でも、また１からスタート 

する「数学」をがんばって、「数が苦」ではなく「数楽 

となるようにしていきましょう。 

資料の散らばり

と代表値 

・度数分布表を理解し、ヒストグラムをかいたり、相対度数から資料の
分 
布の様子や特徴を読み取るようにする。 

・平均値などの代表値から、資料の特徴をみたり、比較できるようにす
る。 
・近似値や誤差、有効数字の意味を理解し、近似値を分かりやすい形に
表 
すことができるようにする。 

章 学習の内容 

正負の数 

・数の範囲を負の数までひろげ、負の数の意味や利用することの便利さ
を理解する。 

・負の数を含めた四則（＋―×÷）の計算ができるようにする。 
・便利な計算方法を学習し、普通に計算するより簡単に計算できるよう
にする。 

文字と式 

・文字を使って、数量やその関係をわかりやすく表し、その表し方や利
用することの便利さを理解する。 

・文字を使った式の計算ができるようにする。 
・数量の関係を等式や不等式で表したり、式の意味を読み取れるように
する。 

方程式 

・等式の性質を理解して、方程式を解けるようにする。 
・移項や係数に小数や分数をふくむ方程式を解けるようにする。 
・文章題で問題にあった方程式を作り、それを解いて答えを求められる
ようにする。 

比例と反比例 

・関数の意味を理解し、ことがらの中にある関数の関係を見つけること   
 ができるようにする。 
・比例や反比例の関係を理解し、その関係を式で表したり、性質を見つ 
けることができるようにする。 

・比例や反比例のグラフがかけるようにする。 
・具体的な問題を、比例や反比例の考え方を利用して解決する。 

平面図形 

・図形を別の場所に移動させる方法を理解する。 
・円、弧や弦、おうぎ形の意味やその性質を理解する。 
・定規とコンパスを使って、基本の作図ができるようにする。 
・接線や接点の意味を理解し、作図ができるようにする。 
・作図を利用して、あたえられた条件の点や線を求めることができるよ 
うにする。 

空間図形 

・いろいろな立体の意味や特徴を理解する。 
・直線と平面、平面と平面の平行や垂直を理解する。 
・立体の展開図を理解し、それを利用して位置関係や最短距離を求めら  
 れるようにする。 
・おうぎ形の中心角、弧の長さや面積を求められるようにする。 
・立体の表面積(側面積、底面積)や体積を求められるようにする。 

  



 

 

 

はじめに 

１年生で学習したことを土台に、数学の世界をより広げていくことになります。図形分野で

は「証明」を学習します。なぜそうなるのかという問いに対して、論理的に筋道を立てなが

ら様々な図形の性質を調べていきます。図形の性質をただ覚えればよいのではなく、常に根

拠を考えながら、証明を進めていくことで「論理的思考力」を養成していきます。 

 

年間計画 

章 学 習 の 内 容 

式の計算 

・単項式や多項式の意味を理解する。 

・同類項の意味や分配法則を理解し、多項式の計算ができるようにする。 

・単項式の乗法や除法ができるようにする。 

・式の値を求められるようにする。 

・式を利用し、整数の性質などについて説明ができるようにする。 

・目的に応じて等式の変形ができるようにする。 

連立方程式 

・連立方程式とその解の意味を理解する。 

・加減法や代入法により連立方程式が解けるようにする。 

・いろいろな連立方程式を解けるようにする。 

・問題に適した連立方程式をつくり、問題の答を求められるようにする。 

１次関数 

・１次関数の意味を理解し、事象の変化を式にあらわせるようにする。 

・変化の割合の意味を理解し、それを求められるようにする。 

・グラフの切片と傾きの意味を理解し、グラフをかくことができるようにする。 

・グラフから一次関数を求めたり、与えられた条件から１次関数を求めることが

できるようにする。 

・２元１次方程式と１次関数の関係を見つけ、理解することができるようにする。 

・連立方程式の解を２元１次方程式のグラフの交点の座標として求めることがで

きるようにする。 

・具体的な事象を１次関数とみなし、グラフを利用して予測したり判断したりす

ることができようにする。 

平行と合同 

・多角形の内角の和や外角の和の求め方を理解する。 

・対頂角、同位角、錯角の意味や、証明の意味を理解する。 

・図形の合同の意味、性質を理解する。 

・２つの三角形の合同を三角形の合同条件を用いて判断できるようにする。 

・仮定と結論の意味を理解し、根拠を明らかにして証明を筋道立てて考えること

ができるようにする。 

 

 

 

三角形と

・二等辺三角形の性質を理解し、それを利用して二等辺三角形の底角や頂角の大

きさを求めたり、図形の性質を調べたりする。 

・二等辺三角形になるための条件を理解して、図形の性質を証明する。 

・定理の逆の意味を理解する。 

四角形 

 

 

 

・直角三角形の合同条件を理解し、それを利用して図形の性質を証明する。 

・平行四辺形の性質を理解し、それを利用して図形の性質を証明する。 

・平行四辺形になるための条件を理解し、それを利用して図形の性質を証明する。 

・長方形、ひし形、正方形の定義と性質やそれらになるための条件を理解する。 

・面積の等しい図形を見つけ、かくことができるようにする。 

 確率 

・確率の意味を理解し、確率の求め方を考えられるようにする。 

・樹形図や表を利用して確率を求めることができるようにする。 

・問題を解決するために、起こりうるすべての場合を求めたり、確率を求めたり

することができるようにする。 

教科の先生からのアドバイス 

・  

 机間巡視をこまめにしますので、わからないところがあれば先生に積極的に質問してくだ

さい。授業では、説明をしっかり聞く、黒板に書いてある内容をノートに写す、練習問題を

するなど頑張って取り組んでください。 

 また、教科書やノート、ワークなどの準備物を忘れず、意欲的に授業に臨みましょう。 

・  

 スポーツや楽器をするのと同じで、毎日繰り返し練習することが大切な教科です。授業の

中で出た宿題はその日のうちに家で仕上げ、宿題のない日でも、数学の問題ノートや教科書

の計算練習を必ず実行しましょう。また、間違った問題は解答を見て理解した後、時間を空

けて再度取り組みましょう。自分で納得・理解・正解するまでチャレンジしてください。 

・  

評価の観点 評価の資料・評価対象 

①数学に関心をもち、意欲的に 

学習に取り組むことができる。 

提出物、忘れ物、ＳＴＴの取り組み、授業の準備や授業

中の態度 

②学習内容に基づいて、応用す

る力を持っている。 

授業中の活動（発言や意見など） 

定期テスト、小テストなど 

③基礎的な計算や図形の作図が 

できる。 

授業中の活動（発言や意見など） 

定期テスト、小テストなど 

④数量関係や図形などの基礎知 

識を身につけている。 

授業中の活動（発言や意見など） 

定期テスト、小テストなど 

・  

授業で使うものは、基本的に教科書・ノート・ワークの３つです。また、通常の筆記用具の

他に、直定規、三角定規、コンパスを使用することがあります。ただし、定期テストに関し

ては、 を持

ち込むことはできませんので、注意してください。 

・  

 日々の授業では教科書・ノート・ワーク（単元によりコンパス・定規）を必ず準備し、忘

れ物のないようにしてください。忘れ物をした場合は先生に申し出てください。 

おわりに 

 できないことができるようになり、わからないことがわかるようになるのが授業です。
先生もわかりやすい授業を心がけますが、できないこと、わからないことがでてきたときに
は恥ずかしがらず積極的に先生に質問してください。決して、わからないままにして次に進
んでいくことのないよう頑張りましょう。 

  

 



 

 

 

はじめに 

１・２年学習してきた内容をもとに、中学数学の締めくくりになります。新しい数「平方根」

や２年で学んだ式の計算を発展させ、多項式の計算を学びます。また、２次方程式や関数ｙ

＝ax２ 、相似な図形、三平方の定理を学んで数学の世界が広がります。また、物事をきちん

ととらえ、便利な考え方や役立つ方法を利用する姿勢を身につけます。 

 

年間計画 

 

章 学 習 の 内 容 

多項式 
・式の展開や因数分解を利用して式を目的に合うように変形し、数量関係や
法則を読み取り、その結果が説明でき、その良さや必要性を理解する。 

・４つの乗法公式を関連づけて考察し、理解する。 

平方根 

・平方根の計算を数や文字の計算と関連づけ、平方根を含む計算を正確に能
率的にできる。 

・無理数を考えることによって数の範囲が拡張されたという見方ができるよ
うに理解する。  

２次方程式 

・因数分解や平方根の考えをもとにして正確に２次方程式を解けるようにな
る。 

・文章題における数量関係を２次方程式で表し、解くことができるようにな
る。 

・２次方程式を用いることで解決場面が広がったということを具体的例を通
して理解する。 

関数ｙ＝ax２ 

・関数ｙ＝ax２の特徴を比例の観点で見たり、１次関数と対比したりして考
察できる。 

・関数ｙ＝ax２の表、グラフ、式などで表すことができる。 
・関数ｙ＝ax２を利用して具体的な問題を解くことができる。 

相似な図形 

・三角形の相似や平行線と線分の比の性質を利用し、場面に応じて具体的な
問題を解くことができる。 

・三角形と比の性質が、三角形の相似がもとになっていることを知り、問題
解決ができる。 

・相似な平面図形の相似比と面積比、相似な立体図形の相似比と表面積の比、
体積比の関係を調べ、相似比を利用して周の長さや面積や体積を求めるこ
とができる。 

円 

・円周角の定理を理解するとともに、定理を用いて角の大きさを求めたり、
図形の性質を考察したり証明することができる。 

・円周角の定理の逆を理解するとともに、定理の逆を利用して図形の性質を
考察することができる。 

・円周角の定理を利用し、円外の１点から、その円への接線の作図方法を考
えることができる。 

・接線の長さに関する問題を三平方の定理や図形の相似を利用して説くこと
ができる。 

三平方の定理 

・直角三角形を図の中で適切に見つけ、三平方の定理を使って具体的に問題
を解くことができる。 

・三平方の定理の逆を利用して、三角形が直角三角形であるかどうか判断で
きる。 

・三平方の定理を利用して、平面図形や立体図形の辺の長さや面積や体積な
どを求めることができる。 

標本調査 

・身のまわりの調査には、全数調査と標本調査があることを知り、標本調査
が行われる場面とそのわけを理解する。 

・標本調査で母集団の傾向が予測できることを知り、そのためには標本を無
作為に抽出しなければならないことを理解する。 

 

教科の先生からのアドバイス 
・  

少人数授業を実施します。一人一人に目が届きやすく、生徒のみなさんにとっても質問しや
すいように１学級を半分に分けて授業を行います。授業では、説明をしっかり聞く、黒板に
書いてある内容をノートに写す、練習問題を解くなど頑張って取り組んでください。また、
教科書やノート、ワークなどの準備物を忘れず、意欲的に授業に臨みましょう。 
担当教師は、２学期の中間テストが終了した時点で交代します。授業の進め方が少し違って
戸惑うことがあるかもしれませんが、新鮮な気持ちでさらに意欲的に取り組むようにしまし
ょう。 

・  
スポーツや楽器をするのと同じで、毎日繰り返し練習することが大切な教科です。授業の中
で出た宿題はその日のうちに家で仕上げ、宿題のない日でも、問題集や教科書の計算練習を
必ず実行しましょう。また、間違った問題は解答を見て理解した後、時間を空けて再度取り
組みましょう。自分で納得・理解・正解するまで何度でもチャレンジしてください。 

・  

評価の観点 評価の資料・評価対象 

① 数学に関心をもち、意欲的に学
習に取り組むことができる。 

ノートや提出物、忘れ物、ＳＴＴの取り組み、授業の準
備や授業中の態度 

② 学習内容に基づいて、応用する
力を持っている。 

授業中の活動（発言や意見など） 
定期テスト、単元テストなど 

③ 基礎的な計算や図形の作図が
できる。 

授業中の活動（発言や意見など） 
定期テスト、単元テストなど 

④ 数量関係や図形などの基礎知
識を身につけている。 

授業中の活動（発言や意見など） 
定期テスト、単元テストなど 

・  
授業で使うものは、基本的に教科書・ノート・ワークの３つです。また、通常の筆記用具の
他に、直定規、三角定規、コンパスを使用することがあります。ただし、定期テストに関し
ては、 を持
ち込むことはできませんので、注意してください。 
 

・  
授業の中身をより確実に理解するために、家で宿題や復習に取り組みましょう。毎日繰り返
して計算練習や問題を解くことはとても効果的です。 

 
おわりに 
 ３年間の総まとめの内容になります。むずかしいとは思いますが毎日の授業を大切にし、家
庭学習をしっかりしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



 

 

 

はじめに 

理科は身のまわりの事物・現象について学習する教科です。科学者達が実験や観察など

を積み重ねて何年もかけて発見した法則などを、みなさんに理科の授業で体験してもらい

ます。 

 学習のねらいは、身のまわりの事物・現象に関心をもち、その中から問題を見つけ、探

究活動を行い、「自分で解決する力」を身につけること。また、観察や実験の結果からいろ

いろ推測したりグラフや表で表現したりして、科学的に結論を導き出す力をつけることで

す。みなさん一人一人が小さな科学者になってもらいます。 

年間計画 

単元名 学習内容 学習のポイント(ねらい・主な活動) 

植 物 の

く ら し

と な か

ま 

花のつくりとはたらき 

水や栄養分を運ぶしくみ 

栄養分をつくるしくみ 

植物のなかま分け 

・ルーペや顕微鏡の使い方を習得する。 

・花・葉・茎・根の観察を行い、基本的なつくりとはた

らきを理解する。 

・種子をつくる植物・つくらない植物をいろいろな観点

から、なかまにわけることができることを理解する。 

身 の ま

わ り の

物質 

いろいろな物質とその性質 

いろいろな気体とその性質 

水溶液の性質 

物質のすがたとその変化 

・ｶﾞｽﾊﾞｰﾅｰ・てんびん(上皿･電子)の使い方を習得する。 

・物質を区別する方法・密度の求め方を理解する。 

・濃度や溶解度、水溶液の性質について理解する。 

・物質の状態変化(固体･液体･気体)について理解する。 

・蒸留について理解する。 

光 ･ 音 ･

力 に よ

る現象 

光による現象 

音による現象 

力による現象 

・光の性質(進み方)を理解する。 

・音の性質(速さ･大きさ･高さ)のちがいを知る。 

・力の性質とさまざまな力(圧力･水圧など)を理解する。 

活 き て

い る 地

球 

大地がゆれる 

大地が火をふく 

大地は語る 

 

・地震の仕組み･火山の噴火を理解する。 

・火成岩･堆積岩の特徴を知る。 

・地層のでき方、大地の変化の仕組みを理解する。 

教科の先生からのアドバイス 

・ 授業の受け方 

 ☆準備物を忘れず持ってきましょう 

毎回の理科の授業で必要なものは｢筆記用具｣｢教科書｣｢理科ノート｣「理科ファイル」

｢資料集｣です。学習する単元によっては、ハサミ･ノリ･定規･コンパス･色ペン(色鉛筆)

などを持ってくるように指示するときもあります。また宿題を出すときもあります。担

当の先生が指示した準備物を忘れないようにすることで、授業に対する心構えも変わり

ます。必ず忘れ物をしないようにしましょう。 

 ☆しっかりと考えながら先生の話をききましょう 

授業中に取り上げられるさまざまな自然現象には｢不思議だな？｣｢どうして？｣と思う

ことがいっぱいあります。｢不思議だな｣｢どうしてだろう｣｢もっと知りたい｣と考えるこ

とで、理科に対する興味･関心は高められ『やる気』につながります。｢不思議だな｣と思

ったことを先生に質問してくれても構いません。やる気を持って、楽しく授業に参加し

ましょう。 

 ☆ノート作りを工夫しましょう 

ノートは学習の記録です。後でノートを開いたとき｢いつ、どんな学習を、どのように

して、どんな結果が得られたのか｣がわかるようにつくります。先生が黒板に書いた内容

は、すべてノートに写します。それ以外に、先生が話された内容や自分で調べたことの

メモ、大切なポイントを色ペンで表すなど自分なりの工夫をして、自分だけのオリジナ

ルノートをつくりましょう。そうすると、単に黒板を写すという授業よりも、楽しく、

集中して授業を受けることができます。 

 

・ 家庭学習の仕方 

 ☆復習を必ずしましょう。 

その日に学習した内容はその日のうちに。教科書・理科ノートを読み直します。そし

て、理科ノートの問題や宿題プリントの問題をときます。問題をとく力は問題をとかな

いと育ちません。わからないときは、なるべく答えを見ずに、ノートや教科書を使って

ときます。自分で答え合わせをして、間違ったところは、正解できるまでやり直してく

ださい。 

 ☆試験前１週間で･････ 

もう一度、理科ノートの問題、宿題プリントの問題等をとき直します。別の紙等に解

答を書き、全問正解できるように何度も繰り返してといて下さい。そして、試験範囲の

内容の教科書を、すみからすみまで何度も読みましょう。 

 

・ 評価について 

評価の観点 評価の資料・評価対象 

①自然現象に関心を持ち、意欲

的にそれらを調べることがで

きる。 

授業中の行動観察の評価、ノートや STT、レポート、ワ

ーク、プリントなどの提出物の内容、提出の状況に加え

定期テスト･小テストにおける関心意欲に関する問題の

達成度。 

②自然現象について、科学的に

考え筋道を立てて説明でき

る。 

授業中の行動観察による評価に加え、定期テスト･小テス

トにおける科学的思考に関する問題の達成度。 

③観察･実験の基本操作を習得

し、過程や結果を的確に表現

する。 

授業中の行動観察による評価に加え、レポートの内容、

定期テスト･小テストにおける観察･実験の技能･表現に

関する問題の達成度、パフォーマンステストの達成度。 

④自然現象についての概念･原

理･法則を理解している。 

授業中の発問に対する解答の評価に加え、定期テスト･小

テストの達成度。 

 

おわりに 

 「理科がおもしろい」と感じることが学習の近道です。きっとみなさんは理科が好きな

はずです。苦手意識をもたずに、理科の授業を楽しむことから始めましょう。 

  



 

 

 

 

はじめに 

理科は身のまわりの事物・現象について学習する教科です。科学者達が実験や観察など

を積み重ねて何年もかけて発見した法則などを、みなさんに理科の授業で体験してもらい

ます。 

 学習のねらいは、身のまわりの事物・現象に関心をもち、その中から問題を見つけ、探

究活動を行い、「自分で解決する力」を身につけこと。また、観察や実験の結果からいろい

ろ推測したりグラフや表で表現したりして、科学的に結論を導き出す力をつけることです。 

みなさん一人一人が小さな科学者になってもらいます。 

年間計画 

単元名 学習内容 学習のポイント(ねらい・主な活動) 

化 学 変

化 と 原

子・分子 

物質の成り立ち 

物質を表す記号 

さまざまな化学変化 

化学変化と物質の質量 

・すべての物質が原子･分子からできていることを知る。 

・物質を原子の記号を使った化学式で表すことができ

る。 

・化学変化を化学反応式で表すことができる。 

・化学変化について、その仕組みを理解する。 

動 物 の

生 活 と

生 物 の

進化 

 

生物の体と細胞 

生命を維持するはたらき 

感覚と運動のしくみ 

動物のなかま 

生物の移り変わりと進化 

・生物の細胞について理解する。 

・動物の行動を体の内部の働き、しくみから理解する。 

・動物の分類について動物の進化から理解する。 

・脊椎動物、無脊椎動物のちがいを理解する。 

電 流 の

性 質 と

そ の 利

用 

電流の性質 

電流の正体 

電流と磁界 

・電流･電圧の性質について理解する。 

・オームの法則について理解する。 

・電流のはたらき･電流の正体について理解する。 

・電流がつくる磁界･発電のしくみについて理解する。 

地 球 の

大 気 と

天気 

の変化 

空気中の水の変化 

天気の変化と大気の動き 

大気の動きと日本の四季 

・霧・雲のでき方を理解する。 

・大気の状態を測定する方法を知る。 

・気圧や前線が天気に関係することを理解する。 

・日本の四季の変化について理解する。 

教科の先生からのアドバイス 

・ 授業の受け方 

 ☆準備物を忘れず持ってきましょう 

毎回の理科の授業で必要なものは｢筆記用具｣｢教科書｣｢理科ノート｣｢資料集｣です。学

習する単元によっては、定規･コンパス･色ペン(色鉛筆)などを持ってくるように指示す

るときもあります。また宿題を出すときもあります。担当の先生が指示した準備物を忘

れないようにすることで、授業に対する心構えも変わります。必ず忘れ物をしないよう

にしましょう。 

 ☆しっかりと考えながら先生の話をききましょう 

授業中に取り上げられるさまざまな自然現象には｢不思議だな？｣｢どうして？｣と思う

ことがいっぱいあります。｢不思議だな｣｢どうしてだろう｣｢もっと知りたい｣と考えるこ

とで、理科に対する興味･関心は高められ『やる気』につながります。｢不思議だな｣と思

ったことを先生に質問してくれても構いません。やる気を持って、楽しく授業に参加し

ましょう。 

 ☆ノート作りを工夫しましょう 

ノートは学習の記録です。後でノートを開いたとき｢いつ、どんな学習を、どのように

して、どんな結果が得られたのか｣がわかるようにつくります。先生が黒板に書いた内容

は、すべてノートに写します。それ以外に、先生が話された内容や自分で調べたことの

メモ、大切なポイントを色ペンで表すなど自分なりの工夫をして、自分だけのオリジナ

ルノートをつくりましょう。そうすると、単に黒板を写すという授業よりも、楽しく、

集中して授業を受けることができます。 

・ 家庭学習の仕方 

 ☆復習を必ずしましょう。 

その日に学習した内容はその日のうちに。教科書・理科ノートを読み直します。そし

て、理科ノートの問題や宿題プリントの問題をときます。問題をとく力は問題をとかな

いと育ちません。わからないときは、なるべく答えを見ずに、ノートや教科書を使って

ときます。自分で答え合わせをして、間違ったところは、正解できるまでやり直してく

ださい。 

 ☆試験前１週間で･････ 

もう一度、理科ノートの問題、宿題プリントの問題等をとき直します。別の紙等に解

答を書き、全問正解できるように何度も繰り返してといて下さい。そして、試験範囲の

内容の教科書を、すみからすみまで何度も読みましょう。 

・ 評価について 

評価の観点 評価の資料・評価対象 

①自然現象に関心を持ち、意欲

的にそれらを調べることがで

きる。 

授業中の行動観察の評価、ノートや STT、レポート、ワ

ーク、プリントなどの提出物の内容、提出の状況に加え

定期テスト･小テストにおける関心意欲に関する問題の

達成度。 

②自然現象について、科学的に

考え筋道を立てて説明でき

る。 

 

授業中の行動観察による評価に加え、定期テスト･小テス

トにおける科学的思考に関する問題の達成度。 

③観察･実験の基本操作を習得

し、過程や結果を的確に表現

する。 

授業中の行動観察による評価に加え、レポートの内容、

定期テスト･小テストにおける観察･実験の技能･表現に

関する問題の達成度、パフォーマンステストの達成度。 

④自然現象についての概念･原

理･法則を理解している。 

授業中の発問に対する解答の評価に加え、定期テスト･小

テストの達成度。 

おわりに 

 「理科がおもしろい」と感じることが学習の近道です。きっとみなさんは理科が好きな

はずです。苦手意識をもたずに、理科の授業を楽しむことから始めましょう。 

  



 

 

 

はじめに 

理科は身のまわりの事物・現象について学習する教科です。科学者達が実験や観察など

を積み重ねて何年もかけて発見した法則などを、みなさんに理科の授業で体験してもらい

ます。 

 学習のねらいは、身のまわりの事物・現象に関心をもち、その中から問題を見つけ、探

究活動を行い、「自分で解決する力」を身につけこと。また、観察や実験の結果からいろい

ろ推測したりグラフや表で表現したりして、科学的に結論を導き出す力をつけることです。 

みなさん一人一人が小さな科学者になってもらいます。 

 

年間計画 

単元名 学習内容 学習のポイント(ねらい・主な活動) 

生 命 の

連続性 

・生物の成長とふえ方 

・遺伝の規則性と遺伝子 

・細胞のつくり、細胞分裂について理解する 

・生物の生殖について理解する。 

・遺伝の仕組みと法則について理解する。 

化 学 変

化 と イ

オン 

・水溶液とイオン 

・酸･アルカリと塩 

・イオンについて理解する。 

・電池のしくみを理解する。 

・酸･アルカリの性質について理解する。 

運 動 と

エ ネ ル

ギー 

・力のつり合い 

・物体の運動 

・仕事とエネルギー 

・多様なエネルギーとその

移り変わり 

・力のつり合い、合成、分解について理解する。 

・運動と力の関係、運動の種類について理解する。 

・仕事、エネルギーについて理解する。 

・さまざまなエネルギーとその移り変わりについて理解

する。 

地 球 と

宇宙 

・地球とその外側の世界 

・太陽と恒星の動き 

・月と金星の動きと見え方 

・地球の動きと天体の見え方について理解する。 

・太陽系の天体の特徴や恒星の動きについて理解する。 

・月と金星の特徴と動きと見え方について理解する。 

自 然 と

人間 

・自然界のつり合い 

・人間と環境 

・自然が人間の生活におよ

ぼす影響 

・科学技術と人間 

・科学技術の利用と環境保

全 

・食物連鎖と自然界の物質の流れを理解する。 

・人間と自然環境との関わりについて知り、環境保全の

重要性を理解する。 

・先端の科学技術について知り、人間と科学の関係につ

いて学ぶ。 

教科の先生からのアドバイス 
・ 授業の受け方 
 ☆ 準備物を忘れず持ってきましょう 

毎回の理科の授業で必要なものは｢筆記用具｣｢教科書｣｢理科ノート｣｢資料集｣です。学
習する単元によっては、定規･コンパス･色ペン(色鉛筆)などを持ってくるように指示す
るときもあります。また宿題を出すときもあります。担当の先生が指示した準備物を
忘れないようにすることで、授業に対する心構えも変わります。必ず忘れ物をしない
ようにしましょう。 

 ☆ しっかりと考えながら先生の話をききましょう 

授業中に取り上げられるさまざまな自然現象には｢不思議だな？｣｢どうして？｣と思

うことがいっぱいあります。｢不思議だな｣｢どうしてだろう｣｢もっと知りたい｣と考え

ることで、理科に対する興味･関心は高められ『やる気』につながります。｢不思議だ

な｣と思ったことを先生に質問してくれても構いません。やる気を持って、楽しく授業

に参加しましょう。 

 ☆ ノート作りを工夫しましょう 

ノートは学習の記録です。後でノートを開いたとき｢いつ、どんな学習を、どのように

して、どんな結果が得られたのか｣がわかるようにつくります。先生が黒板に書いた内

容は、すべてノートに写します。それ以外に、先生が話された内容や自分で調べたこと

のメモ、大切なポイントを色ペンで表すなど自分なりの工夫をして、自分だけのオリジ

ナルノートをつくりましょう。そうすると、単に黒板を写すという授業よりも、楽しく、

集中して授業を受けることができます。 

・ 家庭学習の仕方 

 ☆ 復習を必ずしましょう。 

その日に学習した内容はその日のうちに。教科書・理科ノートを読み直します。そし

て、理科ノートの問題や宿題プリントの問題をときます。問題をとく力は問題をとかな

いと育ちません。わからないときは、なるべく答えを見ずに、ノートや教科書を使って

ときます。自分で答え合わせをして、間違ったところは、正解できるまでやり直してく

ださい。 

 ☆試験前１週間で･････ 

もう一度、理科ノートの問題、宿題プリントの問題等をとき直します。別の紙等に解

答を書き、全問正解できるように何度も繰り返してといて下さい。そして、試験範囲の

内容の教科書を、すみからすみまで何度も読みましょう。 

・ 評価について 

評価の観点 評価の資料・評価対象 

①自然現象に関心を持ち、意

欲的にそれらを調べること

ができる。 

授業中の行動観察の評価、ノートや STT、レポート、ワー

ク、プリントなどの提出物の内容、提出の状況に加え定期

テスト･小テストにおける関心意欲に関する問題の達成度。 

②自然現象について、科学的

に考え筋道を立てて説明で

きる。 

授業中の行動観察による評価に加え、定期テスト･小テスト

における科学的思考に関する問題の達成度。 

③観察･実験の基本操作を習

得し、過程や結果を的確に

表現する。 

授業中の行動観察による評価に加え、レポートの内容、定

期テスト･小テストにおける観察･実験の技能･表現に関す

る問題の達成度、パフォーマンステストの達成度。 

④自然現象についての概念･

原理･法則を理解している。 

授業中の発問に対する解答の評価に加え、定期テスト･小テ

ストの達成度。 

 

おわりに 

 「理科がおもしろい」と感じることが学習の近道です。きっとみなさんは理科が好きな

はずです。苦手意識をもたずに、理科の授業を楽しむことから始めましょう。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

Alphabet ,  

L1 I am Tanaka Kumi be am,are ,  

L2 My School 
be what he, she  

 

L3 I Like Soccer 
 

 

L4 Field Trip 
(how many ?)  

 

L5 Our New Friend  
(who, where, when) (him, her) 

 

L6 My Family  
 

 

L7 Sports for Everyone 
can 

 

L8 School Life in the USA 
 

 

L9 Four Seasons 
 

 

LR1 Alice and Humpty Dumpty  

 

 

 

  

・  
 

 

 

CD

 

 

 

・  

 

  

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

・   ・   

・  

 

 

 

 

  NHK  

  

  

  

 



   

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

L1 Aloha! 
 

 

L2 Peter Rabbit 
be , when,  

( )  

L3 The Ogasawara Islands 
 will, be going to  that 

 

L4 Enjoy Sushi 
There is(are) ,  

 

LR1 A Pot of Poison  

L5 Uluru 
(SVOO), (SVC) V  

,  

L6 My Dream 
, ,  

,  

L7 Presentation 
, ,  

 

L8 India, My Country 
 

 

LD2 Landmines and Aki Ra  
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・  
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L1 My Favorite Words 
 

 

L2  -  Then and Now 
 

 

L3 Rakugo Goes Overseas 
 

 

L4 The Story of Sadako 
(SVOC)  It  ( for A ) to  

 

LR1 Dolphin Tale  

L5 Places to Go, Things to Do 
 

 

L6 I Have a Dream 
 

 

L7    
want + A + to  

 

LD2 We Can Change Our World  

LD3 The Story of Nishikori Kei  

 

  

 

・  
 

A, B

 

 

CD
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ǶǟȈǲ 

ʴἶ ǵ ǶƲ ǪǦȑƲ ᶅș ẢǞǦȑƲǼǞșҍǪǦȑ ǠȒǚǯǯƲ

ș ǋǭ ǟǦȑ ǠȒǯǋǪǦ₦ⅎǋ Ҳș ǞǭƲ șẺǔǲǱȑƲ ǒǱⱲ

ș ǭƲ Ǳ Ҳǵї ȒҘșǫǘǭǋǖǦȈǵ ǮǠƳ 

 

₴  

               ׀     

Ū ǍǱǒȅșǫǖ

ȔǍ ᴸ  

Ƽ ƽ 

Ƽ ǿǵȃȔǍƽ   

 ɵ Ǟǋ̎ ǯǋǪǞȎǲ ǍᵗǺ

șװȖǍƳɵǵǺǵǺǯǞǦ Ȓǋ

ṶǮ ǋƲ ṶǵḨ ș ǲ̂ǘ

ȒƳ 

ū Ǳ ᶅǲ Ǟ

ȉǍ ᶅ ɵҍ̸       

ƼᵗǺǵ ƽ 

ƼȨɶɧɵɨɶƽ 

ƼȠɉɶɵɫɶɨɶƽ 

 ( ᴸɵẢ) 

 ȠɩɆɨȱɶȾɶǵḨ ǱẢ

ș ǲ̂ǘȒƳɵ Ǟǋ ǵ Ả

ș›ẑǞǭ ǠȒƳɵ ♣ǯᴇ

ǵǒǒȖȑǲ ǬǖƳ 

Ŭ ǲ ǞȉǍ ƼȻɶɧɱ ƽ 

 

 ɵ ǵ ȓ ș ǞṶǵїǞ ȋ

ǵǷǞǒǦǱǰǵ ⱪș ǟ֝Ȕ

Ǎ 

ŭȢɟɶȶșǼǖȐ

ȅǢǭ ǚǍ  

ᶤἳȏȑƼ ƽ 

ɔɩȽɎ(ɠɩȾȤ) 

 ɵȢɟɶȶșǼǖȐȅǢƲ ș

ϑǞǱǓȐ ǖƳ 

Ůֻᴸ ǲ Ǟȏ

Ǎ 

ֻᴸȱɱȭɶɩǲׄǘǭ  ɵṶ ǵ☻Ҋș ȑƲ Ṷֻᴸǵ

ǔș ǟ֝Ǫǭ ǋֻȖǢȒᵗǺ

șװȖǍƳ 

ůȵɣɶɗɩɆǵ

ǲ ǞȉǍ  

Ƽ ƽƼ ǷȐƽ 

ƼȠɲȥ ɜɨȠƽ  Ǳǰ 

 ɵ ǒǱ Ṷǯẉ◓ǱɒȠɌ ֗

ǺɒȠɌ̢Ảǵҧ ș ǟ֝ȒƳ  

ŰⱲǵ ș ǋǫǛ

Ǎ  ᴸ  

Ƽ ǯȚȃƽ 

Ƽẃǵדǋїƽ 

 ɵ ǯ ș◐ǬǖǪǭǋȒ

ǯǵǒǒȖȑș ǟ֝Ǫǭ ᴸ

ș›ẑǠȒƳɵ ǵ ȓȋɓɪɶ

ȸș ǟǭ ǠȒҘș ǍƳ 

űɨȸɞȠɱȳɱɔ

ɩș ǞȉǍ ҍ̸  

ɵ Ǟǋɨȸɞ șǫǖȔ

Ǎ 

 ɵ ἧǮḨ Ǳɨȸɞȋɨȸɞ

ǨșɜȷȽɶǞǦ♥ƲȮɩɶɕǮ

ɨȸɞȠɱȳɱɔɩș ǍƳ 

ŲȠȶȠǵ ǵ

ȋ ᶽǵ ǲ

ɵ ǯȠȶȠșǫǱǗ  

ɵ ǵ ǯ  

 ɵȠȶȠȋ ǵ ᶽǵ ș

ǞƲǜȅǝȅǱ ǲ ȓƲǤǵ

ǞȉǍ  ǜș ǟ֝ȒƳ 

ų ǵ ǲ Ǟ

ȉǍ ᶅ  

 

ƼẐ ƽǮḨ ǵɨȸɞș

ǪǭȆȏǍ 

 ɵ ǵ ȋ ǲ ⱲșȉǨƲ

ǵ̟ Ǳ ǲ ȓȒƳɵᴇ

ᶅǲ ǞȆƲὕ ǲ ȓǭȆȒǚǯ

ǲȏȑǜȐǲ ɵװ Ⱳș ȈȒƳ 

Ŵ₁ șǼǖȐȅǢ

ǭ ǑǍ ᴸ  

Ƽ ƽ 

ἶ₴ֻᴸ  

 ɵ ǲǼǜȖǞǋ ǋ ș›ẑǞƲ

ǒǲ ǍƳɵ ǯ ˗ǵǒ

ǒȖȑșẎўǲǠȒⱲ ș ǍƳ 

 

ǵϼ ǒȐǵȠɇɎȢȷ 

・ ỒȈǵ Ǯⱳ ǱȉǵǶ̟ǏȅǠǵǮƲ ᶥ⸗ȓ ǵǱǋȏǍȹɁɆǞǭǑǔȅǞȎǍƳ 

ѩ ͔ǲǫǋǭ 

 

ǑȖȑǲ 

 ʴἶ ǵׅǦǨǶƲ ἧȉặἧȉẀṶ ǲǉȑƲǍȅǖ ǏǱǒǪǦȑּצǡǒǞǓǪǦȑǠ

ȒȉǵǮǠƳ 

ǤȚǱ̎ ș˛ǋǲדǍ ǨșẎўǲǞǭ ǲ ȚǮȂǞǋǯדǋȅǠƳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
   
   
   

  
  

   
  

  
 

   
  

  
 

  
 

 



 

 

 

 

ƥἶ₴   

 ɵ Ҳǵ Ǟǜș̱ ǠȒǚǯș ǞǭƲ ȋ ǿǵ ɵװ Ⱳș ȈƲ ǲȏ 

Ǫǭ ș Ȓǖ ǒǱȉǵǲǞƲ ǲȖǦǪǭ ǲ ǞȚǮǋǖ ↓ș ǭȒƳ 

  ɵ ẉ Ǳ ǵ ǒǜȋ Ǟǜș ǟǯȑƲ ǵ ș̤ǷǞƲҍ ǲ ǠȒ

Ҙș ȈȒƳ 

  ɵẉ Ǳ ǲᾍǠȒ ș ȈƲ₦ⅎǖʺ̱ ǲ ǠȒ Ҙș ȈȒƳ 

 

年間計画 

  

                   

Ū ǵẀӓǵ

ǯ ǵ›ẑ֗Ǻ

șǞǭȆȏǍ 

Ƽ ǵ ƽ 

ἧǲǫǋǭ 

 ǵ ȋ ǵẀӓȋ ֻ ἧș

ǟ֝Ǫǭ ǑǍƳ 

ūȠɩɆɨȱɶȾɶ

ǵ ǔǲ ǞȉǍƳ 

 

ɵƼǜǖȐƽɨȱɶȾɶ

ɄȷɆ 

ɵƼǉȖǭȚȃǍǵȳɱ

Ƚȭɫɶȷƽ 

 ȠɩɆɨȱɶȾɶǵ ǵ ǔș

ǟ֝ȑǱǓȐ ẢǞȏǍƳ 

Ŭ ȭɧȷ ǵֻᴸ

 

  ̀ǵṶ ǵɟɫɅȡș ǟ֝ȑƲȏ

ȑ ǒǱɍɶɠɉɶǮֻᴸǞȏǍ 

ŭ ǵКὦșװȖ

Ǫǭ ǑǍ ᴸ  

Ƽ ǵ ƽ 

Ƽ ƽ 

 Ʀ ǯ ♣ǵ ͜ș Ǟǭ

ș›ẑǠȒƳ ǵȉǫ șװȖǋƲ

Ǥȓș ǏȒƦ ș◐ǬǖǪǭǋ

Ȓ ș ɵ ֞ǞƲ ᴸ ș

›ẑǠȒƳ 

ŮṶ ǵ☻Ҋș

Ǟǭ ș›ẑǞȏ

Ǎ ᴸ  

ƼẌǶẎ ș ǘȒƽ 

 

 ɵ ↓ȋ▌▀ǵẀӓș ǒǞƲṶ

ǵ☻Ҋș Ǟǭ ș›ẑǞȏ

ǍƳƳ 

ů ǵ˿ Ȇș

Ǟǭ ǚǍ  

ȨɶȯȷɆɧǵ׀

șװȖǑǍ  

 

ƼᾛɓɶȪɆ ƽ 

Ƽ˧ ˜ ɍ ƽ

ƼȵȥɶɧȴɶɇƽǱǰ 

 

 

 ɵȨɶȯȷɆɧǓ ȆїǠ ǒǱ

șװȖǍ Ҙș ǭȒƳ 

ɵ ǯ̀ǵ ǯǵ Ȗȑș ǟ

֝ȑǱǓȐ ֻ ǲ Ǟǭ Ǟ

ȇƳ 

 

 

Ű ǵ ǲ Ǟ

ȉǍ  

Ƽ ẏ ƽƲ 

̙Ƽҿ ₓƽ 

Ǳǰ 

 ȋ ̙ǵ ҘȋȏǜșװȖ

ǋƲ Ǔᶮǵ̟ ǲ ǞȇⱲ

ș ǍƳ 

űȏȑẎǔǱȷɄɶ

ȶǮ ǍҘșǫǘȏ

Ǎ ẞ ⁸ ֻֿ

̝ȋӰ ╛ǲׄǘ

ǭ  

ɵ ̝ǵֻᴸ  

ɵӰ ╛ǵ  

 ɵ ˗ǿǵ֓қș ǞǭƲǋȔǋȔ

Ǳֻᴸ ǲ֝ȑ ȆƲ Ҙǯֻᴸ

ș ẺǠȒⱲ ș ǭȒƳɵ ș

ǟ֝ȑǱǓȐƲ Ҳ ǮⱲǲ Ȓ

ǓǮǔȒȏǍǲǠȒƳ 

 

時間数はあくまでも目安です。いくつかの単元を組み合わせながら授業を進めてい

きます。 

教科の先生からのアドバイス 

・ ỒȈǵ Ǯⱳ ǱȉǵǶ̟ǏȅǠǵǮƲ ᶥ⸗ȓ ǵǱǋȏǍǲȹɁɆǞǭǑǔȅǞȎǍƳ 

・ Ƕὑ ɄȷɆǧǘǮǶ ȅȑȅǢȚƳ Ƶǵ ↓ȋƲɭɶȭȵɶɆǵКὦƲ ɵɨȱɶ

Ⱦɶǵ ɄȷɆƲ Ǳǰ ƵǱȉǵǓ ͔ǵᾍ ǮǠƳ 

 

おわりに 

 ʴἶ ǵׅǦǨǶƲ ἧȉặἧȉẀṶ ǲǉȑƲǍȅǖ ǏǱǒǪǦȑּצǡǒǞǒǪǦȑǠ

ȒȉǵǮǠƳ 

ǤȓșȩɎɶǠȒǵǶἶ ǵ ᶪ ǮǠƳ̎ șדǍ ǨșẎўǲǮǔȒȭɧȷǮǉǪǭȂ

ǞǋǯדǋȅǠƳ 

 

 

 

 

  

  
   
   
   

  
  

   
  

  
 

   
  

  
 

   
 

 



  
   
   
   

  
  

   
  

  
 

   
  

  
 

   

 

 

 

 

 

 

 

  ƥἶ₴   

     ɵ Ҳǵ Ǟǜș̱ ǠȒǚǯș ǞǭƲ ȋ ǿǵ ɵװ Ⱳș ȈƲ ǲ

 ȏǪǭ ș Ȓǖ ǒǱȉǵǲǞƲ ǲȖǦǪǭ ǲ ǞȚǮǋǖ ↓ș ǭ

ȒƳ 

      ɵẉ Ǳ ǵ ǒǜȋ Ǟǜș ǟ֝ȑƲ ǵ ș̤ǷǞƲҍ ›ẑǞǭ

 ǠȒ Ҙș ȈȒƳ 

      ɵẉ Ǳ ǲᾍǠȒ ș ȈƲ₦ⅎǖʺ̱ ǲ ǠȒ Ҙș ȈȒƳ 

 

年間計画 

  

                   

Ū ǵ Ǟǜșװ

ȖǋǱǓȐ ǑǍ 

ᴸ  

Ƽ ƽ ˘ ֻᴸ  

ὕ ɄȷɆ  

Ƽ Ḝǵ ƽ ᴸ  

 

5  ɵ Ǔᶮǵᶤἳǵ Ǟǜș ǟƲ

ǵКὦș Ǟǭ ǠȒƳ 

ɵ ǯ ♣Ʋɍɶɠɉɶǵ Ǟǜș

ǟǱǓȐ ǒǲ ǍƳ 

ūɨȱɶȾɶƲȬȽɶ

Ƞɱȳɱɔɩș Ǟ

ȉǍƳ ᶅ  

Ƽ ȉ ȀȒǶǡƽ 

ὕ ɄȷɆ  

 ɵJ ɛɁɕǵ׀ șɨȱɶȾɶǮ Ả

ǞƲȬȽɶǯǵȠɱȳɱɔɩș ǞȇƳ 

Ŭɨȸɞǵҍ̸șǞ

ȏǍ ҍ̸  

ǵɨȸɞ 

 

 ȮɩɶɕǮƼǚǯǷƽș̓Ǫǭɨȸɞ

ҍ̸șǞƲȠɱȳɱɔɩș ǞȇƳ 

ŭ ǒǱ ǔǮֻᴸ

ǞȏǍ ᴸ  

ֺȭɧȷ ǵֻᴸ   ɵṶ ǵ☻Ҋș ǒǞƲЋ̱ǵ ǔǲ

ᴇǜǢƲϹὕ ș Ǫǭ ǍȏǍǲ

ǠȒƳɵ șװȖǋƲ Ǟǋ ǯ

ǔǵǉȒ ṶǮ ǠȒƳ 

 

Ů ֻ șװȖǑ

Ǎ  

ȨɘɧƼȠȢɶȾƽ 

  

5  ɵȨɘɧǵ׀ ș ǞǭƲ̀ǵ ǯ

ǵǒǒȖȑș ǟ֝ȑǱǓȐ ǞƲ

ֻ ǲ Ǟǭ Ǟȇ 

ůʫ ǵ ș Ǒ

Ǎ ᴸ  

ƼₒȓȻɪɱɆǿƽ 

ὕ ɄȷɆ                  

 ɵǜȅǝȅǱᶮȋ᷂Ḣǵ ǵ ⱪș

ȑƲǤǵ ǲǼǜȖǞǋ ǵ›ẑ

șǠȒƳ 

Ű ǵ ⱪș ǔ

֝ȑƲ ǵẀӓǯ

ᶅǵ ȖǪǭװșר

ǞȏǍ  

ȠɧɱɓȥȷӲẢ  3  ɵ ș◐ǬǖǪǭǋȒ ǵ ș

ǞǭƲǤȓȐǵϐǔǓ ȆїǠȏǜ

ȋǑȉǞȔǜǱǰș ǟ֝ȑƲ ǵ

ⱪȋ Ảǵȏǜș Ǯ Ǟǭ

ǲ ǔ ǠƳ 

űⱲǲ Ȓ ș

ǞȏǍ ᴸ  

Ƽ Ǩǵ ǲƽɵƼ

ƽɵӰ ╛Ǯ Ǎֻᴸ

 

6  ɵӰ ǯǞǭǵ ș ȈƲ ǯ

˗ǯǵǒǒȖȑֻǋș Ǟǭ ǒǱ

șǠȒƳ 

ɵЋ ǮֻᴸǠȒǚǯǲȏȑƲ

ȋ̟ ș̟ǏȒⱲș ǭƲȏȑ ǒǱ

ǔǮ ǋֻȖǢȒᵗǺș ǟ֝Ȓȏ

ǍǲǠȒƳ 

ɵⱲș Ȉǭדǋїǲ ȒֻᴸǓǮǔ

ȒȏǍǲǠȒƳ 

時間数はあくまでも目安です。複数の単元を組み合わせて授業を進めていきます。 

教科の先生からのアドバイス 

ɵỒȈǵ Ǯⱳ ǱȉǵǶ̟ǏȅǠǵǮƲ ᶥ⸗ȓ ǵǱǋȏǍǲȹɁɆǞǭǑǔȅǞȎ

ǍƳ 

  ɵ ǶɄȷɆǧǘǮǶ ȅȑȅǢȚƳ Ƶǵ ↓ȋƲɭɶȭȵɶɆǵКὦƲ 

   ɵɨȱɶȾɶǵὕ ɄȷɆƲ Ǳǰ ƵǱȉǵǓ ͔ǵᾍ ǮǠƳ 

 

おわりに  

ȪׇᵀҰȫ 3 ₓ ȧɄȟȢẍȉȋ┘ȉ˘ȎɅɈȢȉȺȓțǨ́ Ɏẍѷȧǧ Ȁׇɋȗɇ

ᵞȯɎЮ ȓȢԀ ȧטȇȀțȀȾȪȣȕǨ 

 

  



 

 

 

 

 

私たちは生活の中で、たくさんの色や形と出会っています。身近には自然や動植

物、日用品や装飾品、風景や建築など、美しいものやデザイン的に優れたものがた

くさんあります。より美しいものや良いものを発見することは、感動する心を育て

ることでもあります。 

自分が発見したり感じたことから、発想や想像をひろげて自己表現したり、すぐ

れた造形作品を鑑賞することで、心豊かに生きていく力を育てていく大切な学習で

す。 

それは、自分や他者、身の回りの世界に対する見方や感じ方、考え方を学ぶ貴重な

体験になります。たくさんの作品や作家、共に学ぶ仲間とのつながりの中で、互い

の考えや感じ方の違いに気づき、認めながら、自分自身を見つめ、つくっていく教

科です。 

表現や鑑賞を通して、世の中や人間（自分自身や他者）について考える、これこ

そが美術を学ぶ意義です。 

 

 

 

 

１学期  絵画：素描（スケッチ） 

 

デザイン：文字のデザイン 

素描を楽しむ 

（校外学習スケッチ他） 

レタリング（明朝体）、 

色の学習（ポスターカラー彩色の基礎） 

２学期  工芸：木彫 木彫の技法（浮き彫り他） 

 

３学期  デザイン：色彩構成① 自然物からの構成 

（構成美の要素・、配色の工夫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・  

 

美術は特別なものではなく、どこにでもあることに気づくことから始まります。  

授業の時間だけでなく、登下校や休み時間、休日や休暇、毎日の生活の中で、  

美しいものや楽しいものを発見することが大切です。 

いつでも美術、どこでも美術です。 

 

よいものをつくりたいという気持ちがよりよいものを生み出します。それは上 

手、下手ではなく、一生懸命取り組むからこそ自分自身の心に残る大切な作品 

になるのです。上手いから美しいのではなく、一生懸命だから美しい。心をこ  

めるからこそ、よいものが生まれるのです。 

 

授業で生まれた作品は、一人一人が違うように、一つ一つが違います。自分の 

作品も他人の作品も大切に扱うことは、自分も他人も大切にすることでもあり  

ます。生み出された作品や身の回りも物（道具や材料）を大切にすることが基 

本です。制作過程のスケッチや感想、作品は、自分がその時感じたことが残っ  

ています。返却された後も大切に保管したり、飾ったりしましょう。 

  

・  

・美術館や作品展に出かけるなど、本物に触れる機会をもちましょう。 

・日本や世界の世界遺産（歴史・文化・自然）に関心をもちましょう。 

・日頃から様々なことに興味関心をもち、調べ、まとめるなどしっかり準備し

よう。 

 ・制作に向けて、前もっての構想（アイデアスケッチ）をしっかりしておく。 

 

・  

①関心意欲態度：授業態度・作品の期限内提出・制作に対する積極性 

②発想構想：アイデアの工夫・表現内容の工夫 

③技能：知識や感覚を生かした技能表現・制作手順にそった計画的な作業能力 

④鑑賞：文化遺産や芸術作品を鑑賞し、その良さを感じとる力 

    生徒作品を鑑賞し、制作意図を理解し、次に活かそうとする力 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

私たちは生活の中で、たくさんの色や形と出会っています。身近には自然や動植

物、日用品や装飾品、風景や建築など、美しいものやデザイン的に優れたものがた

くさんあります。より美しいものや良いものを発見することは、感動する心を育て

ることでもあります。 

自分が発見したり感じたことから、発想や想像をひろげて自己表現したり、すぐ

れた造形作品を鑑賞することで、心豊かに生きていく力を育てていく大切な学習で

す。 

それは、自分や他者、身の回りの世界に対する見方や感じ方、考え方を学ぶ貴重な

体験になります。たくさんの作品や作家、共に学ぶ仲間とのつながりの中で、互い

の考えや感じ方の違いに気づき、認めながら、自分自身を見つめ、つくっていく教

科です。 

表現や鑑賞を通して、世の中や人間（自分自身や他者）について考える、これこ

そが美術を学ぶ意義です。 

 

 

 

 

１学期  デザイン：色彩構成② 

 

文字のイメージ構成 

（校外学習スケッチ他） 

夏の課題（ポスター制作に向けて） 

鑑賞「ポスター表現」 

２学期  絵画：現代浮世絵版画  大和をテーマに木版画の制作 

鑑賞「日本美術」 

３学期  絵画：幻想画 幻想絵画（シュールリアリズム等）の制

作 

 

 

・  

 

美術は特別なものではなく、どこにでもあることに気づくことから始まります。  

授業の時間だけでなく、登下校や休み時間、休日や休暇、毎日の生活の中で、  

美しいものや楽しいものを発見することが大切です。 

いつでも美術、どこでも美術です。 

 

 

 

よいものをつくりたいという気持ちがよりよいものを生み出します。それは上 

手、下手ではなく、一生懸命取り組むからこそ自分自身の心に残る大切な作品 

になるのです。上手いから美しいのではなく、一生懸命だから美しい。心をこ  

めるからこそ、よいものが生まれるのです。 

 

授業で生まれた作品は、一人一人が違うように、一つ一つが違います。自分の 

作品も他人の作品も大切に扱うことは、自分も他人も大切にすることでもあり  

ます。生み出された作品や身の回りも物（道具や材料）を大切にすることが基 

本です。制作過程のスケッチや感想、作品は、自分がその時感じたことが残っ  

ています。返却された後も大切に保管したり、飾ったりしましょう。 

  

・  

・美術館や作品展に出かけるなど、本物に触れる機会をもちましょう。 

・日本や世界の世界遺産（歴史・文化・自然）に関心をもちましょう。 

・日頃から様々なことに興味関心をもち、調べ、まとめるなどしっかり準備し

よう。 

 ・制作に向けて、前もっての構想（アイデアスケッチ）をしっかりしておく。 

 

・  

①関心意欲態度：授業態度・作品の期限内提出・制作に対する積極性 

②発想構想：アイデアの工夫・表現内容の工夫 

③技能：知識や感覚を生かした技能表現・制作手順にそった計画的な作業能力 

④鑑賞：文化遺産や芸術作品を鑑賞し、その良さを感じとる力 

    生徒作品を鑑賞し、制作意図を理解し、次に活かそうとする力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

私たちは生活の中で、たくさんの色や形と出会っています。身近には自然や動植

物、日用品や装飾品、風景や建築など、美しいものやデザイン的に優れたものがた

くさんあります。より美しいものや良いものを発見することは、感動する心を育て

ることでもあります。 

自分が発見したり感じたことから、発想や想像をひろげて自己表現したり、すぐ

れた造形作品を鑑賞することで、心豊かに生きていく力を育てていく大切な学習で

す。 

それは、自分や他者、身の回りの世界に対する見方や感じ方、考え方を学ぶ貴重な

体験になります。たくさんの作品や作家、共に学ぶ仲間とのつながりの中で、互い

の考えや感じ方の違いに気づき、認めながら、自分自身を見つめ、つくっていく教

科です。 

表現や鑑賞を通して、世の中や人間（自分自身や他者）について考える、これこ

そが美術を学ぶ意義です。 

 

 

 

 

１学期  絵画：自画像 

絵画：修学旅行の想い出 

 

様々な表現方法で自分を表す。 

修学旅行の想い出を色紙に水彩絵具で

表現 

２学期  立体：アブストラクトアート 

鑑賞：現代美術 

抽象作品（レリーフ）の制作 

３学期  工芸：篆刻 

 

篆刻の制作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・  

 

美術は特別なものではなく、どこにでもあることに気づくことから始まります。  

授業の時間だけでなく、登下校や休み時間、休日や休暇、毎日の生活の中で、  

美しいものや楽しいものを発見することが大切です。 

いつでも美術、どこでも美術です。 

 

よいものをつくりたいという気持ちがよりよいものを生み出します。それは上 

手、下手ではなく、一生懸命取り組むからこそ自分自身の心に残る大切な作品 

になるのです。上手いから美しいのではなく、一生懸命だから美しい。心をこ  

めるからこそ、よいものが生まれるのです。 

 

授業で生まれた作品は、一人一人が違うように、一つ一つが違います。自分の 

作品も他人の作品も大切に扱うことは、自分も他人も大切にすることでもあり  

ます。生み出された作品や身の回りも物（道具や材料）を大切にすることが基 

本です。制作過程のスケッチや感想、作品は、自分がその時感じたことが残っ  

ています。返却された後も大切に保管したり、飾ったりしましょう。 

  

・  

・美術館や作品展に出かけるなど、本物に触れる機会をもちましょう。 

・日本や世界の世界遺産（歴史・文化・自然）に関心をもちましょう。 

・日頃から様々なことに興味関心をもち、調べ、まとめるなどしっかり準備し

よう。 

 ・制作に向けて、前もっての構想（アイデアスケッチ）をしっかりしておく。 

 

・  

①関心意欲態度：授業態度・作品の期限内提出・制作に対する積極性 

②発想構想：アイデアの工夫・表現内容の工夫 

③技能：知識や感覚を生かした技能表現・制作手順にそった計画的な作業能力 

④鑑賞：文化遺産や芸術作品を鑑賞し、その良さを感じとる力 

    生徒作品を鑑賞し、制作意図を理解し、次に活かそうとする力 
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